
第
２
回
幹
事
長
会
議
が
10
月
11
日
に

松
友
会
本
部
事
務
所
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
出
席
者
は
本
部
役
員
他
各
支
部
幹

事
長
で
10
名
と
な
り
ま
す
。

主
要
な
議
題
と
し
て
、
会
員
と
の
連

絡
手
段
お
よ
び
新
会
員
勧
誘
PR
策
と
し

て
進
め
て
お
り
ま
す
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

取
り
上
げ
、
こ
れ
の
進
捗
状
況
を
確
認

し
ま
し
た
。

■
中
川
創
業
者
銅
像
前
に
て

今
回
は
会
議
を
始
め
る
前
に
、
旧
コ

イ
ル
事
業
部
事
務
棟
横
に
旧
体
育
館
前

か
ら
移
設
さ
れ
た
中
川
創
業
者
の
銅
像

を
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

創
業
35
周
年
と
社
名
変
更
を
記
念
し

て
昭
和
49
年
に
建
立
さ
れ
た
銅
像
で
す

が
、
今
も
変
わ
ら
ず
静
か
な
庭
園
の
中

に
安
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
隣
に
は
創
業
者
の
言
葉

「
心
鉄
の
如
し
」
を
刻
ん
だ
石
碑
と
藤

沢
工
場
か
ら
運
ん
だ
プ
レ
ス
機
架
台
も

銅
像
を
飾
る
よ
う
に
並
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
小
さ
な
庭
園
で
す
が
、
庭
木
も

手
入
れ
さ
れ
て
お
り
、
し
っ
か
り
と
管

理
さ
れ
て
い
る
事
を
確
認
出
来
て
安
心

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
部
事
務
所
横
の
中
川
懐

春
記
念
室
に
も
立
ち
寄
り
、
モ
ノ
タ
イ

プ
や
中
川
セ
ー
パ
ー

、
創
業
者
渡
米

時
の
鞄
等
を
懐
か
し
く
見
学
し
ま
し
た
。

■
審
議
内
容

会
議
の
具
体
的
な
中
身
は
次
の
通
り

で
す
。

(1)
年
間
活
動
計
画
の
進
捗
確
認

(2)
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
進
捗
状
況

(3)
車
椅
子
寄
贈
先
の
決
定

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
の
松

友
会
の
活
動
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
本
年
度
は
滋
賀
支
部
管
内

で
も
在
住
者
の
多
い
近
江
八
幡
市

に
寄
贈
先
を
決
め
、
来
年
2
月
に
実

施
す
る
。

(4)
関
西
4
支
部
合
同
企
画
行
事
の
提
案

支
部
行
事
へ
の
参
加
者
を
増
や
す
取

り
組
み
と
し
て
、
関
西
4
支
部
合
同

企
画
行
事
を
提
案
。
来
年
の
創
業
記

念
日
に
伏
見
稲
荷
お
塚
詣
り
を
第
1

回
目
と
し
て
企
画
す
る
こ
と
に
す
る
。

会
費
を
徴
収
し
な
が
ら
、
会
報
や

慶
事
祝
い
が
届
か
な
い
会
員
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
審
議

(5)
そ
の
他

・
47
周
年
記
念
合
同
旅
行

・
支
部
活
動
費
の
一
部
見
直
し
等

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
概
要

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
出
席

者
の
ス
マ
ホ
と
Ｐ
Ｃ
画
面
で
確
認
。
レ

ン
タ
ル
サ
ー
バ
ー
と
の
契
約
も
終
え
、

後
一
歩
と
言
う
と
こ
ろ
ま
で
完
成
に
近

づ
い
て
い
ま
す
。

左
図
は
ス
マ
ホ
画
面
で
、
ス
マ
ホ

で
も
、
文
字
が
大
き
く
読
み
や
す
い
よ

う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

役
員
間
で
不
具
合
が
な
い
か
検
証
を

進
め
な
が
ら
、
出
来
る
だ
け
早
く
使
え

る
よ
う
に
し
、
遅
く
と
も
本
年
度
末
に

は
、
全
面
公
開
の
予
定
で
す
。事

務
局

「
草
津
市
の
歴
史
」
講
座

◇
滋
賀
支
部

懇
談
会

9
／
19

毎
回
会
議
室
は
変
わ
り
ま
す
が
、
今

回
は
Ｃ
13
棟
の
小
食
堂
隣
の
会
議
室
で

し
た
。
残
暑
厳
し
い
中
17
名
が
参
加
し

て
草
津
市
出
前
講
座
か
ら
草
津
市
の
歴

史
に
つ
い
て
講
義
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

旧
石
器
時
代
の
遺
跡
発
掘
か
ら
、
江
戸

時
代
の
宿
場
ま
で
詳
し
い
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
特
に
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時

代
に
か
け
て
は
京
都
の
玄
関
口
と
な
り

陸
と
湖
上
両
方
の
要
衝
と
し
て
発
展
し

た
と
の
こ
と
で
す
。
草
津
本
陣
跡
は
現

存
す
る
本
陣
の
中
で
も
最
大
規
模
を
誇

る
も
の
と
し
て
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
是
非
一
度
訪
れ
て
み
て
下

さ
い
。

池
上
勝
也

な
ん
ば
花
月
で
吉
本
新
喜
劇
楽
し
む

◇
大
阪
奈
良
合
同
特
別
会

9
／
25

今
回
の
特
別
会
は
本
部
活
動
方
針
の

「
魅
力
あ
る
活
動
の
企
画
・
立
案
」
に

沿
っ
て
大
阪
支
部
で
し
か
で
き
な
い
魅

力
あ
る
活
動
と
し
て
吉
本
新
喜
劇
鑑
賞

会
を
な
ん
ば
花
月
で
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
10
名
で
し
た
。

出
し
物
の
前
半
は
漫
才
を
メ
イ
ン
と

し
た
ミ
ル
ク
ボ
ー
イ
、
ま
る
む
し
商
店
、

ト
ミ
ー
ズ
、
の
り
お
・
よ
し
お
な
ど
TV

で
お
馴
染
の
芸
人
が
8
組
、
後
半
は
,

す
っ
ち
ー
が
座
長
で
川
畑
泰
史
、
未
知

や
す
え
等
が
演
じ
る
ド
タ
バ
タ
喜
劇
で

全
員
腹
を
抱
え
て
笑
い
ま
し
た
。

TV
と
違
っ
て
劇
場
で
は
客
と
の
掛
け

合
い
な
ど
が
あ
り
、
舞
台
に
引
き
込
ま

れ
時
間
を
忘
れ
ま
し
た
。
終
了
後
、
な

ん
ば
花
月
内
の
餃
子
の
王
将
で
少
し
ア
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友
愛
と
連
帯
・
親
睦
・
意
義
あ
る
人
生

令
和
６
年
度

第
２
回
幹
事
長
会
義
を
開
催

中
川
創
業
者
銅
像
前
で
写
真
撮
影
後
審
議
開
始

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
進
捗
状
況
と
操
作
方
法
を
確
認

支
部
行
事
の
紹
介

パソコン画面（トップページ）

スマホ画面

右画面の下に左画面が続く



ル
コ
ー
ル
も
入
っ
て
奈
良
支
部
と
大
阪

支
部
の
親
睦
を
深
め
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
本
年
度
中
に
は
後
2
回
程
度
こ
の

よ
う
な
特
別
会
の
開
催
を
企
画
し
て
お

り
ま
す
。

柳
沢
妙
実

恒
例
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｇ
と
懇
談
会

◇
三
重
支
部
懇
談
会
＆
GG

10
／
10

伊
賀
市
石
川
の
「
四
季
の
里
ま
つ

も
と
」
を
会
場
に
、
三
重
支
部
会
員
12

名
（
女
性
の
新
会
員
含
む
）
が
出
席
し

て
三
重
支
部G

G

と
懇
談
会
を
開
催
。

快
晴
の
中
、
午
前
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｇ

は
、
い
つ
も
な
が
ら
の
難
コ
ー
ス
に
四

苦
八
苦
、
膝
や
腰
が
痛
い
と
言
い
な
が

ら
の
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
ば
か
り
で
す
。

懇
談
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
の
酷
暑

を
乗
り
切
れ
た
安
堵
感
と
こ
れ
か
ら
の

生
活
や
新
メ
ン
バ
ー
を
誘
い
合
う
こ
と

も
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
回
の

被
災
地
輪
島
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
川
瀬
さ
ん
、
車
い
す
で
ご
参
加

い
た
だ
い
た
濱
瀬
前
々
幹
事
長
と
そ
れ

ぞ
れ
が
思
い
を
実
現
す
る
姿
に
感
心
す

る
こ
と
も
多
々
あ
る
懇
談
会
と
な
り
ま

し
た
。

松
村
保
宏

琵
琶
湖
畔
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

◇
滋
賀
支
部

歩
こ
う
会

10
／
17

歩
こ
う
会
と
言
い
な
が
ら
、
今
回
は
、

入
浴
と
食
事
付
き
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

で
参
加
率
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
琵
琶
湖
を

望
む
絶
景
の
近
江
八
幡
国
民
休
暇
村
に

17
人
が
集
い
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
回
は
半
数
以
上
の
11
人
（
女
性
２

名
）
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
初
体
験
な

が
ら
、
1
位
、
3
位
に
輝
く
と
い
う
波

乱
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
も
出
て
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

プ
レ
ー
後
の
疲
れ
を
風
呂
で
取
り
、

そ
の
後
の
、
思
っ
た
以
上
に
豪
華
な
昼

食
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
懇
親
を
は
か

り
ま
し
た
。
「
魅
力
あ
る
企
画
」
を
今

後
も
検
討
し
、
参
加
者
増
に
努
め
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

池
上
勝
也

大
阪
造
幣
局
を
見
学

◇
大
阪
奈
良
合
同
歩
こ
う
会
７
／
19

JR
京
橋
駅
に
大
阪
支
部
、
奈
良
支
部

あ
わ
せ
て
11
名
が
集
合
。

造
幣
局
と
言
え
ば
大
阪
で
は
桜
の
通

り
抜
け
で
有
名
で
あ
る
が
今
回
は
硬
貨

の
製
造
工
場
の
見
学
で
訪
問
す
る
。
大

阪
造
幣
局
で
は
硬
貨
製
造
、
そ
れ
に
関

わ
る
金
型
製
造
、
記
念
硬
貨
や
勲
章
を

製
作
し
て
い
る
。
ビ
デ
オ
で
造
幣
局
の

概
略
の
説
明
を
受
け
そ
の
後
に
硬
貨
の

製
造
工
場
、
博
物
館
を
見
学
す
る
。
現
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いにしえの都、奈良より

奈良支部の会員は現在110名で平均

年齢は79.6歳です。他の支部同様会員

数の減少が大きな問題で、新規会員紹

介キャンペ－ンを通じて何とか会員数

の減少を食い止めたいと思っています。

支部活動としては報告会・新年会・

懇談会・歩こう会の基幹行事とカラオ

ケ・麻雀・グラウンドゴルフ・写友会・

ゴルフの同好会活動があります。最近は大阪支部と

の合同行事として、特別会（相撲観戦・演劇鑑賞・

落語・食事会）を企画し、少しでも多くの皆さんに

興味を持ってもらえるように計画しています。

ところで、我々の奈良は、観光客は多い割に宿泊

施設が少なく、宿泊客が少ないのが課題です。それ

を解消しようと大阪・関西万博をにらんで大きなホ

テルが開業しつつあり、今後が楽しみです。

さて、奈良といえば「鹿」ですが、最近奈良公園

で鹿が観光客を負傷させる事故が相次ぎ、保護団体

と奈良県、奈良市などが鹿の扱いに対する厳重注意

の情報を出しました。

鹿の角で観光客が足などを負傷する事故が９月だ

けで昨年同月比2.5倍の43件起きており、救急搬送も

10件ありました。秋が深まる時期のオスは発情期で

気性が荒く、角が大きくなります。愛護会では市と

連携し、これを危険な状況と判断し「厳重注意アラ

－ト」を出して、注意喚起の看板を設置しています。

「鹿の角切り」も始まっていますが、奈良にお越し

の際は気を付けて下さい。。

「奈良にうまいもんなし」とよく言われますが、

奈良の名物、柿の葉すしについてご紹介します。柿

の産地であったことから、身近にあった柿の葉で包

まれたのが柿の葉すしです。薄くすいた塩サバをに

ぎり飯に添え、柿の葉で包んで重石を乗せます。柿

の葉はビタミンＣが豊富で、すし飯を乾燥から防ぐ

とともに、タンニンの抗菌作用で保存性があります。

ぜひ一度ご賞味ください。

支部活動の課題は年々参加者の

減少傾向が見らることですが色々

工夫して会員同士が元気で楽しく

集える活動を目指して参ります。

今後とも宜しくお願いします。

奈良支部幹事 古家博和

支部だより （奈良支部）



在
日
本
で
一
番
の
高
額
貨
幣
で
あ
る
五

百
円
硬
貨
の
偽
造
防
止
技
術
、
硬
貨
の

製
造
ス
ピ
ー
ド
は
900
シ
ョ
ッ
ト
／
分
は

冷
機
コ
イ
ル
工
場
の
フ
ィ
ン
プ
レ
ス
を

見
る
よ
う
で
、
ま
た
そ
の
ス
ピ
ー
ド
で

カ
メ
ラ
で
の
全
数
検
査
は
す
ご
い
。
博

物
館
で
は
日
本
の
最
高
勲
章
で
あ
る
旭

日
大
綬
章
を
目
の
当
た
り
に
す
る
事
が

で
き
美
し
さ
に
感
動
。
今
回
の
造
幣
局

見
学
で
は
日
本
の
技
術
の
高
さ
を
実
感

し
日
本
人
と
し
て
何
か
誇
ら
し
い
気
分

に
な
れ
た

。

柳
沢
妙
実

４
ヶ
月
振
り
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｇ

◇
福
岡
支
部

懇
談
会

９
／
29

残
暑
が
続
く
中
、
桂
川
GG
場
に
８
名
が

参
加
。
４
ヶ
月
ぶ
り
の
GG
で
、
芝
の
伸

び
具
合
に
最
初
は
と
ま
ど
っ
て
い
た
が
、

皆
さ
ん
元
気
に
プ
レ
ー
を
楽
し
ま
れ
て

い
た
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
一
回
と
少
な

か
っ
た
が
有
意
義
な
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。

井
上
秀
章

成
績
（
敬
称
略
）
優
勝
：
井
上
秀
章
、

２
位
：
松
隈
良
文
、
３
位
：
猪
原
隆
志

な
じ
み
の
カ
ラ
オ
ケ
店
が
閉
店
に

◇
湘
南
支
部
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
10
／
８

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
開
催
場
所
の
藤
沢

辻
堂
の
プ
ロ
歌
手
水
木
愛
さ
ん
の
「
水

木
」
が
10
月
23
日
を
も
っ
て
35
年
の
幕

を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
、
「
さ
よ
な
ら

カ
ラ
オ
ケ
会
」
を
18
名
に
て
開
催
。

北
原
幹
事
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
愛

さ
ん
の
挨
拶
、
花
束
贈
呈
、
そ
し
て
記

念
撮
影
。
そ
れ
か
ら
18
名
が
ソ
ロ
、
マ

マ
や
娘
さ
ん
、
参
加
者
同
士
と
の
デ
ュ

エ
ッ
ト
で
楽
し
く
過
ご
し
た
。

次
の
カ
ラ
オ
ケ
開
催
場
所
を
探
し
な

が
ら
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
事
を
願

い
閉
会
と
し
た
。

古
城
敬
士

天
王
寺
動
物
園
で
童
心
に
帰
る

◇
関
西
合
同
写
友
会

９
／
24

９
月
例
会
は
童
心
に
帰
っ
て
都
会
の

「
天
王
寺
動
物
園
」
で
し
た
。

暑
さ
も
和
ら
ぎ
、
有
意
義
な
一
日
で

し
た
。
こ
こ
は
猛
獣
ラ
イ
オ
ン
と
常
に

捕
食
さ
れ
る
キ
リ
ン
、
シ
マ
ウ
マ
が
檻

も
な
く
同
居
共
存
す
る
「
ア
フ
リ
カ
サ

バ
ン
ナ
」
が
不
思
議
な
光
景
で
し
た
。

柴
田
元
成

猛
暑
の
中

高
麗
山
を
歩
く

◇
湘
南
支
部

牛
一
歩
の
会

９
／
29

連
日
の
猛
暑
の
中
、
大
磯
駅
を
出
発
。

丹
沢
の
シ
ダ
ン
ゴ
山
（
七
八
〇
ｍ
）
登

山
は
、
熱
中
症
が
心
配
と
言
う
声
に
急

遽
、
大
磯
海
岸
に
面
し
た
高
麗
山
（
一
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松友会湘南支部に『牛一歩（もういっ

ぽ）山の会』を2008年7月に有志と作り

活動を続けている。毎月の例会案内状

づくりについては、貰って嬉しい手作

り案内状を目指して奮闘中である。私

の山登りのきっかけは中学校時代。小

学校の運動会はいつもビリであったが

中学全校のマラソン大会でなんと100人中20番。持久

力運動に目覚めて更に高校時代はボディビルに憧れ、

筋力トレーニングを始める。結果、身長166㎝、体重

58㎏、バスト98㎝、肺活量7,000㏄の逆三角形に。大

腿四頭筋が発達し、山歩きの基礎体力がつき低山を

歩き始めた。

私の読書は中学校まで漫画オンリー。長い文章の

読み書きは苦手。その苦手克服のきっかけは、友か

ら夏目漱石の『吾輩は猫である』を読めと勧められ

たこと。通学電車であまりの面白さに大笑いをし、

周りの乗客の冷たい目線を浴びたこともあったが読

書にハマった。

案内状の作成は 最初の頃は時間をかけた割には出

来栄えは文字が多すぎて今一つ。

手作り案内状の改善の基礎は、

現役時代にQCサークル活動の事

務局を担当。巡回ヒアリングで

各職場の活動・啓蒙に取り組ん

だこと。事業部、全社大会等の

資料づくりに事務局として応援

した経験が現在の山の案内状に

活かされている。

還暦を迎えた2003年『山歩き

講習会』を受講。その際のメン

バー有志で山の会を結成。また

ツアーにも個人参加して本格的尾根歩きの楽しさに

のめりこむ。定年後の15年間は登山三昧。富士山3回、

北アルプス23座、南・中央アルプス7座、丹沢、箱根、

伊豆・・・etc。

自然の中に身を置き、山の虜になって楽しさを体

感。

案内状は山歩きと一対、もっとうまく改善せねば

と悪戦苦闘。パソコンなしでＡ４紙一枚に万年筆の

手書き。見出し文字は、新聞折り込み広告の文字、

そして本の図案を挿絵に活用。糊とカッターとコピー

で完成。最後に色づけ。手間はかかるが、貰って喜

んでもらえる案内状づくりに努力中である。

湘南支部 菊田義人

私の自遊時間

同
好
会
活
動
の
紹
介

山との出会いと手作り案内状



六
八
ｍ
）
に
変
更
。
駅
北
側
に
常
緑
樹

の
小
高
い
山
が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
高

麗
寺
の
霊
域
と
し
て
保
護
さ
れ
、
奇
跡

的
に
自
然
が
残
っ
て
い
る
。
高
來
神
社

裏
の
女
坂
を
上
り
石
段
を
上
が
っ
て
高

麗
山
へ
。
樹
木
に
阻
ま
れ
て
眺
望
は
悪

い
。
そ
し
て
八
俵
山
、
一
等
三
角
点
の

あ
る
浅
間
山
（
一
八
一
ｍ
）
、
再
び
急

坂
を
下
り
、
登
っ
て
湘
南
平
。
晴
天
な

ら
展
望
台
か
ら
相
模
湾
は
じ
め
江
の
島
、

房
総
半
島
、
大
島
、
箱
根
、
丹
沢
山
塊
、

富
士
山
が
望
め
、
夏
以
外
な
ら
二
時
間

ほ
ど
の
コ
ー
ス
。
今
日
は
曇
天
の
た
め

昼
食
時
は
、
山
の
話
で
盛
り
上
が
り
親

交
を
深
め
る
。

菊
田
義
人

大
津
祭
の
賑
わ
い
を
撮
る

◇
関
西
合
同
写
友
会

10
／
13

秋
は
お
祭
り
の
シ
ー
ズ
ン
、
写
友
会

で
は
通
算
三
回
目
の
撮
影
会
で
し
た
。

観
光
客
の
激
増
に
び
っ
く
り
し
ま
し

た
が
、
絢
爛
豪
華
な
曳
山
を
綱
で
引
っ

張
る
曳
き
方
、
笛
や
鉦
・
太
鼓
の
囃
子

方
も
前
に
も
増
し
て
熱
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
西
行
桜
狸
山
の
曳
山
を
先

頭
に
十
三
台
の
曳
山
が
巡
行
し
、
所
望

と
呼
ば
れ
る
所
で
は
カ
ラ
ク
リ
人
形
が

巧
み
な
芸
を
披
露
し
、
見
物
客
は
喝
采

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
大
津
祭
の
元
宮

で
あ
る
天
孫
神
社
の
露
店
に
も
大
勢
の

子
供
が
昔
懐
か
し
い
金
魚
す
く
い
な
ど

に
興
じ
、
そ
れ
ら
を
見
て
撮
る
の
も
楽

し
い
お
祭
り
で
し
た
。

小
泉
國
茂

猛
暑
の
中

16
名
が
ゴ
ル
フ
に
集
う

◇
大
阪
・
奈
良
・
三
重
支
部

な
ご
み
会

９
／
13

秋
の
気
配
が
全
く
な
い
猛
暑
と
な
っ

た
、
９
月
13
日
三
重
県
阿
山
カ
ン
ツ
リ
ー

俱
楽
部
に
16
名
が
集
合
。

35
℃
近
い
猛
暑
と
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
全
員
楽
し
い
プ
レ
ー
を
満
喫
し

ま
し
た
。

優
勝
は
岩
本
哲
正
さ
ん
、
第
二
位
島

田
勝
幸
さ
ん
、
第
三
位
國
塩
末
広
さ
ん

で
し
た
。

山
口
一
樹

◇
会
員
動
静

（
8
月
16
日
～
10
月
15
日
）

入
会

2
名

物
故
者
12
名

会
員
数

八
五
三
名

◇
新
入
会
員
の
紹
介

大
和

一
恵

（
滋
賀
）

【
調
理
機
器
BU
】

桐
山

美
佐
子
（
滋
賀
）

【
準
会
員
】

◇
長
寿
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た

〔
令
和
６
年
9
月
～
10
月
〕

【
喜
寿
】

9
月

長
谷
川

哲

（
湘
南
）

小
林

幸
男

（
滋
賀
）

大
野

勉

（
大
阪
）

10
月

松
本

弘
志

（
三
重
）

浜
崎

米
久

（
湘
南
）

鳥
居

博
義

（
湘
南
）

【
古
稀
】

9
月

島
津

裕
之

（
滋
賀
）

八
木

守

（
滋
賀
）

吉
武

豊

（
滋
賀
）

山
本

宗
廣

（
滋
賀
）

10
月

山
内
太
嘉
志

（
滋
賀
）

鷲
尾

伸
一

（
滋
賀
）

松
村

保
宏

（
三
重
）

賀
寿
祝
い
会
員
の
近
況
報
告
（
抜
粋
）

【
喜
寿
】
●

大
野
さ
ん
は
昨
年
大
動
脈

瘤
の
手
術
を
さ
れ
た
と
の
事
で
す
。
昨

年
８
月
に
余
命
半
年
の
診
断
で
15
日
間

の
入
院
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
１
年
経
過

後
の
現
在
、
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
に
も
出

演
さ
れ
る
程
回
復
さ
れ
て
元
気
に
歌
っ

て
お
ら
れ
る
と
の
事
で
す
。
末
長
く
お

元
気
に
お
過
ご
し
い
た
だ
く
よ
う
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
●

浜
崎
さ
ん
は
松
友

会
に
参
加
し
な
が
ら
仕
事
、
釣
り
、
ジ

ム
通
い
と
健
康
作
り
に
余
念
が
な
い
と

の
こ
と
で
す
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

【
古
希
】
●

島
津
さ
ん
は
退
職
以
来
、

家
で
ゆ
っ
く
り
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
ぜ
ひ
松
友
会
の
催
し
や
活
動
に
参

加
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

●

八
木
さ
ん
は
滋
賀
支
部
の
幹
事
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
定
年

後
の
お
仕
事
を
週
４
日
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
た
だ
し
運
動
不
足
で
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
め
の
た
め
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

●

山
本
さ
ん
は
普
段
か
ら
松
友
会
の

カ
ラ
オ
ケ
飲
み
会
等
に
参
加
さ
れ
て
い

る
と
の
事
で
す
。
ま
た
趣
味
を
兼
ね
て

家
庭
菜
園
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
今
年
の

夏
は
気
温
の
影
響
か
獣
害
が
多
く
、
裏

の
畑
で
イ
ノ
シ
シ
と
鉢
合
わ
せ
し
大
汗

を
か
い
て
逃
げ
出
す
こ
と
も
頻
繁
に
あ

る
よ
う
で
す
。
ど
う
か
お
気
を
つ
け
て

家
庭
菜
園
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●

吉
武
さ
ん
は
退
職
後
の
現
在
は
市

役
所
教
育
総
務
課
で
用
務
員
と
し
て
地

元
の
中
学
校
に
勤
務
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
に
給
食
の
受
け
入
れ
、
配
膳
、
学
校

内
外
の
美
化
を
担
当
さ
れ
て
お
り
生
徒
、

先
生
と
会
話
を
絶
や
さ
ず
元
気
に
勤
務

を
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
松
友
会
の

行
事
へ
も
ぜ
ひ
参
加
を
い
た
だ
き
元
気

な
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

山
内
さ
ん
は
退
職
後
の
現
在
も
冷

蔵
庫
の
技
術
部
で
継
続
し
て
お
元
気
に

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

現
役
に
近
い
立
場
で
ま
だ
ま
だ
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
●

松
村
さ
ん
は
定
年
後

も
仕
事
を
最
近
ま
で
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
ま
た
区
長
を
経
験
さ
れ
、
健
康

面
で
は
胃
が
ん
の
手
術
を
克
服
さ
れ
、

今
年
か
ら
三
重
支
部
の
幹
事
長
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
生
活
で
は
農
作
業
を
し

な
が
ら
四
国
88
ケ
所
の
お
遍
路
め
ぐ
り

を
継
続
し
て
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
●

鷲
尾
さ
ん
は
定
年
退
職
後
は
AP

社
社
員
、
派
遣
請
負
社
員
、
共
栄
会
社

等
の
安
全
体
感
研
修
に
チ
ー
フ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
週
２
日
勤
務
を
さ

れ
、
ま
た
お
好
き
な
仕
事
と
し
て
ゴ
ル

フ
場
に
も
週
２
日
、
つ
い
最
近
ま
で
勤

務
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
現
在

は
退
職
さ
れ
て
毎
日
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

と
月
2
～
3
回
の
ゴ
ル
フ
、
趣
味
の
D

I
Y
、
家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。
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会
員
の
動
き

敬
称
略

ご
逝
去

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

吉
田

博
一
様
（
62
）
滋
賀
支
部

4
月
13
日

伊
藤

信
悦
様
（
78
）
湘
南
支
部

7
月
2
日

永
田

克
彦
様
（
93
）
滋
賀
支
部

7
月
10
日

横
山

曙
見
様
（
79
）
湘
南
支
部

8
月
12
日

塩
野

渡

様
（
93
）
奈
良
支
部

8
月
18
日

寺
田

義
晴
様
（
87
）
滋
賀
支
部

8
月
24
日

丹
内

春
三
様
（
91
）
湘
南
支
部

9
月
11
日

大
西

進

様
（
78
）
滋
賀
支
部

9
月
13
日

明
利

政
幸
様
（
82
）
滋
賀
支
部

9
月
18
日

清
水

保
雄
様
（
81
）
滋
賀
支
部

9
月
26
日

大
西

孝
一
様
（
79
）
滋
賀
支
部

9
月
27
日

市
川

徹
二
様
（
82
）
滋
賀
支
部

9
月
29
日


